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４ １ 

大泉学園町地区まちづくりに関するご意見･お問い合わせについては、下記担当までお気軽に 

お寄せください。 

練馬区 都市整備部 大江戸線延伸推進課        電    話：03-5984-1459 

〒176-8501 練馬区豊玉北 6-12-1（本庁舎 16階）    ファクシミリ：03-5984-1226 

  

 
今は、この 
段階です！ 

■ 

○40 年ぐらい待ち望んでいるため、とにかく早く大江戸線を開通してほしい。 

○新駅が出来ることによって、自転車等により人が多く集まることになると思うので、対策を 

しっかり立てて欲しい。 

○安全で住みやすい緑と桜にあふれる街を作ってほしい。 

○新駅によって沢山の人が出入りすることになると、治安や環境が悪化しないか不安。 

○若い子育て世代が住むマンションが少ないため、これからは低層でなくても良いと思う。 

○商業地区に利便性の高いスーパーやカフェを誘致できるようにしてほしい。 

○子供達が安心安全に住め、活動でき、歩けるまちづくりを希望する。 

練馬区都市整備部 大泉学園町地区  

 第９号（令和元年（2019 年）11 月） 

大泉学園町地区では、平成 28 年 1 月から大泉学園町地区まちづくり協議会において、大

江戸線の延伸と（仮称）大泉学園町駅の開設を見据えた新たな大泉学園町地区のまちづくりに

ついて検討を行ってきました。前回のまちづくりニュース（第８号）では、本地区に関わりの

あるみなさまに、これまで協議会で検討を進めてきた土地の使い方や建物の建て方等について

まとめた「まちづくりのルール（たたき台案）」について、アンケート調査を実施しました。

（アンケート結果は、裏面に掲載しています。） 

そして、アンケートにご協力していただくにあたり、令和元年 6 月に「大泉学園町地区ま

ちづくり協議会のまとめ説明会」を開催し、具体的なまちづくりルール（たたき台案）につい

てご説明させていただきました。 

今後は、説明会のご意見等を踏まえ、大泉学園町地区の将来像の実現に向けてまちづくりル

ール（地区計画等）を定めていきたいと考えています。 

◆説明会でいただいた主なご意見 

「大泉学園町地区まちづくり協議会のまとめ説明会」の概要 

○開催日：令和元年６月２５日（火） 

19:00～21:00（参加７２名） 

○会 場：大泉北地域集会所 ３階 集会室 

写真：まとめ説明会当日の様子 

・新駅の早期開設を望んでいる 

・新駅の前に交番や防犯カメラを設

置してほしい...等 

・交通渋滞が起きないようにして欲

しい...等 

・お年寄りがスムーズに移動ができ

るようにして欲しい 

・防火地域に耐火性の木造住宅は建

てられるのか...等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ■ 

○調査方法 

・調査地域：大泉学園町地区（右図参照） 

・対 象 者：大泉学園町地区内に土地・建物をお

持ちの方及び居住･営業されている方 

・調査方法：配布 ⇒ 郵送及びポスティング 

回収 ⇒ 郵送 

・調査期間：令和元年６月13日～７月10日 

○回収結果 

・配 布 数：１，８０６部 

・回 収 数：  １９３部 

・回 収 率：約１０．７％ 

住宅地区 
（Ｃ地区） 

新駅周辺地区 
住宅地区 

（Ｃ地区） 
補助２３０号線 
沿道地区 
（Ａ地区） 

３０ｍ 

３０ｍ 

３０ｍ 

大泉学園通り商業地区 住宅地区 
（B地区） 

補助２３０号線 

沿道地区 
（Ｂ地区） 

３０ｍ 

大泉保健
相談所 住宅地区 

（B地区） 

大泉学園緑小 
大泉学園中 

住宅地区 
（Ａ地区） 

住宅地区 
（Ｃ地区） 

住宅地区 
（Ｃ地区） 

住宅地区 
（Ｃ地区） 

大泉学園通り商業地区 アンケート調査範囲 

■ 

・新駅予定地周辺や補助230号線沿道等の特性を踏まえた土地利用の誘導と、災害に強いみ

どり豊かで良好な住環境の保全･創出を図る。 

１ 新駅周辺地区 

利便性の高い駅前広場を確保し、店舗等が立地するにぎわいのある新たな拠点地区の形成 

２ 大泉学園通り商業地区 

緑豊かな街並みに、店舗等が連続して立地するにぎわいと活気のある快適な商店街の形成 

３ 補助230号線沿道地区 

中低層住宅と生活の利便性を高める施設等を誘導し、沿道でのみどり豊かな街並みや延

焼遮断機能を有する沿道市街地の形成 

４ 住宅地区 

みどり豊かな街並みと閑静な住環境を備えた低層主体の住宅地の形成 

■ 

問３．建築物等の高さの制限について 

問１．目標と方針について 問２．防火地域について 問４．建物用途の制限について 

良いと思う

92%

どちらでもない

3%

良いと思わない

5%

良いと思う

80%

どちらでもない

12%

良いと思わない

8%

良いと思う

78%

どちらでもない

14%

良いと思わない

8%

良いと思う

74%

どちらでもない

15%

良いと思わない

11%

問５．敷地面積の最低限度について 

良いと思う

74%

どちらでもない

16%

良いと思わない

10%

良いと思う

87%

どちらでもない

8%

良いと思わない

5%

良いと思う

70%

どちらでもない

12%

良いと思わない

18%

１７ｍに制限

した方が良い
38%１７ｍ未満に制限

した方が良い

46%

制限しない方が良い

(20mのままが良い)

10%

どちらでもない

6%

問６．建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限について 

【問６②の主な自由意見】 

・防犯の観点や良好な街並みが形成される為には、規制した方がいい

のではないか。 

・コンテナは需要があり移動も可能なので、一時的な利用は可能にし

てはどうか。 

・住宅地にコンテナはふさわしくないと思う。 

・見た目や大きさ、形などに配慮したものであれば良いと思う。 

良いと思う

90%

どちらでもない

5%

良いと思わない

5%

良いと思う

85%

どちらでもない

8%

良いと思わない

7%

問７．垣またはさくの構造の
制限について 

制限前 

制限後 

問８．壁面の位置の指定について 

【問８②の主な自由意見】 

・人通りや自転車交通も多いので、歩行者空間確保のためには壁面の後退

は必要だと思う。 

・歩行者のために後退させることが望ましいが、地権者への配慮も必要だ

と思う。 

・自転車道と歩道を分けることができるなら必要無いと思う。 

・現在より歩道が１ｍ広くなるのであれば、それで十分だと思う。 

※問９の個人属性につきましては、掲載を省略しました。 

良いと思う

91%

どちらでもない

4%

良いと思わない

5%
良いと思う

57%どちらでもない

20%

良いと思わない

23%

※目標と方針は、上記をご覧ください。 

※大泉学園通り沿道地区の回答者のみ
の集計では「良いとは思わない」が
約７割を占めました。 

【訂正】 

問３②設問の表記で網掛け部分に誤りがありましたので訂正します。 

（※１）誤）用途地域の変更に伴い 

 → 正）用途地域の変更はありません 

（※２）誤）２０ｍ 

→ 正）１７ｍ 

良いと思う

86%

どちらでもない

10%

良いと思わない

4%

１５ｍに制限

した方が良い

37%１５ｍ未満に制限

した方が良い

46%

制限しない方が良い

(20mのままが良い)

9%

どちらでもない

8%


